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党王山近辺の名店を続 々網介し孝守 f

<今 回 ご紹 介するの1む、「撰 震 本 舗 」これです>

日泰寺の参道入り□から本堂に向つて少し進む

と、右手に、も、と目を電|く店構えの 「茂震杏舗」さ

んがみえてきます。

炭屋本舗のオーナーは大橋具代さん。大橋さんは、

日本の文化、日本の心を大事にしたしヽと、不日の趣の

ある雑賃を扱うお店を名古屋に 3店 出してしヽらつ

しゃいますが、中でも、この党王山本店は、お店の

名前の通り、炭を中心とした品揃えになつてしヽます。

本店が関店したのは 19 9 9年 。不日のイメ
ージがあ

るだけでなく、案生活に横々け良い舶果をもたらす

「炭」に番目し、このお店を始められました。

炭は、消臭Ⅲ除湿、マイ十スイオン旅出、本の浄

化などの力を持つ素8蕎らしい素材、と説明して下さ

ったのは小崎B菫さん。でも実は、炭に対する誤つた

認識もあるのだとか。皆さんもこの炭屋本舗で、炭

の本当の力を葛|き出す極意を伺 つてみてはいかが

でしょうか ?                命
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